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IUPAC通信

はじめに

　無機化学ディビジョン（Div. II）の活
動を皆さんにお伝えできる機会をいただ
き，大変光栄です。会員の皆さんだけで
なく，誰でも一度は目にすることがある
世界的に有名な 1枚の表，「元素の周期
表」に大きく関わる活動をしているディ
ビジョンです。物質化学だけでなく元素
の合成や同位体，元素の命名プロセスに
も関わるため，委員会に出席して改め
て，無機化学の定義が多岐にわたること
を認識しました。そして，材料化学や言
葉の定義にも関わる議論を続けていま
す。本稿では，筆者が 2009年から現在
まで携わってきた活動での面白い出来
事，感動した出来事を中心に紹介させて
いただきます。

始まりは“IUPACとは？”という 
講義から

　2009年に英国・グラスゴーで行われ
た IUPAC General Assembly（GA） 1）が，筆
者の IUPAC活動のデビューでした。ロ
ンドンからさらに北へ行き，夏ですが
ちょっと肌寒くすがすがしい気候で，A. 

H. Mackintoshによる歴史的な建築物を
眺めながら会場に向かいました。まず，
レセプションは Young Observer（YO）を
囲んでの夕食でした。女性のドレスコー
ドはピンクだったようで，それほど広く
ない立食形式の会場でしたが，先輩方の
厳かかつ華やかな雰囲気に，IUPACの粋
を感じてわくわくしました。そこで，日

本人の先生方は数名しかいらっしゃらな
くて，しかも初めてお話しする方ばかり
だったので，澤本光男先生（Div. IV，京
都大学名誉教授・日本化学会常務理事
（当時）），巽和行先生（Div. II，名古屋大
学名誉教授・元 IUPAC会長）ご夫妻にお
目にかかれ，ほっとしたことを思い出し
ました。
　翌日，YOのための“What is IUPAC?”
と題した 2時間ほどのレクチャーを受け
ました。50名ほどの YOが，YOを経験
してから正委員（各国代表）になられた
先輩方から面白おかしく，歴史や活動や
社会への意識の持ち方などを学びまし
た。最も印象的だったことは，皆さん明
るいこと，相手をおもんぱかることが自
然にできること，聞き取りやすい英語で
お話しされることです。そして，化学や
研究を愛していて，それらを伝えること
の重要性に使命感を持っていらっしゃる
ことを強く感じました。伝え方も様々
で，正しい測定法，言葉の定義，それら
の各言語に翻訳するときの共通に意識す
べきこと，若い世代や教育が行き届かな
い国や地域への広義の Chemistry Educa-
tionなど多くの視点や実践を知りまし
た。その中で，正しい測定法や，新元素
の帰属と定義などは，Research Articleと
ともに，IUPACの発行している学術誌
Pure and Applied Chemistry（PAC）で peer 

reviewされ，社会に発信されています。
現在は，YOへのレクチャーは各Division

ごとに開催されています。今現在筆者は
Titular Member（TM）ですが，最近では

YOへのレクチャーを頼まれます。まだ
全貌をわかっていないので，よい復習に
もなります。

地球と元素，元素と素粒子

　IUPACは物理化学・生物化学，有機化
学，分析化学，高分子化学など専門で分
類される 8つのディビジョンと，それら
をまたぐ課題，例えば Chemistry Educa-
tionやMaterials Chemistryや命名法など
を取り扱う Inter-Division的なディビジョ
ンがあり，数日間で数えきれないほどの
会議と議題が同時にものすごいスピード
で進められます。
　筆者は Div. IIに所属し，YOからス
タートしました。筆者は部類の元素周期
表マニアです。Div. IIの議論は鳥肌が止
まらないほど元素の話が盛りだくさんで
した。筆者の自己紹介の後，私も元素周
期表マニアだよ，と対抗（？）してくる人
がこんなにも集まっているのかと思うほ
ど，親しみやすい先生方に歓迎していた
だきました。休み時間でも話題が尽きる
ことがありません。原子 1個の質量を決
定する方法ですとか，ユーラシア大陸と
アメリカ大陸では原子量が異なる，です
とか，自分がデザインした周期表の切手
がコンペで賞を取って実際に化学週間に
発行された，とか。その周期表の切手を
デザインしたのは，前 IUPAC会長の
Javier García-Martinez先生（Div. II，スペ
イン・アリカンテ大学教授）です。
　2009年のグラスゴーでのDiv. II会議
では，森田浩介先生（理化学研究所・九
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州大学教授）から 113（one-one-threeと
発音します）が 2粒合成できたので，元
素の命名と元素記号の提案の権利を与え
てほしいとの連絡を IUPACに初めてい
ただき，その議論の輪に筆者もいまし
た。このときには，放射性元素の壊変様
式と各半減期がすべて解明されていない
こともあり，命名作業の段階には至りま
せんでした。この直前の議題は，以前か
ら議論が進められていた 112（one-one-
two）について，Coperniciumと命名して
よいことを，112を合成したことを報告
下さった先生にお返事をすることが決定
されました。当初，112に対して提案さ
れた元素記号にはKから始まるものが多
く，種々の物理係数を示す記号等と間違
える可能性があるので，元素記号は再考
していただこう，例えば，元素記号はCn

としてはいかがか，という話もあったと
思います。詳細は巽先生の報告をご参照
下さい 2）。ともかく，この場面に立ち会え
たことは，筆者にとって，ものすごく自
慢になる出来事でした。
　休み時間に，少し外気にあたろうと建
物を出たところで，日本の代表と思われ
る 2人の紳士がいらっしゃいました。こ

んにちは，初めまして，と近づいて自己
紹介しましたら，英語で怒涛のように話
しかけて下さいました。山内薫先生（Div. 

I，東京大学名誉教授，元Division Presi-
dent，元Executive Committee Member）と
澤本先生でした。おおお，IUPACは日本
人同士も英語なのかあ！ と楽しくなり
ました。これは度胸を試されたのかな，
と先生方の高尚なジョークに，IUPACへ
の歓迎をいただいたような気に勝手に
なっていました。
　IUPAC委員の皆さんは，偏見を持たず
とてもフレンドリーで，すぐに溶け込め
る雰囲気があり安心します。Div. II会議
でいつも隣に座っていて，疑問を尋ねる
とすぐ答えてくれる Lars Öhrström先生
（Div. II，元Division President，スウェー
デン・ヨーテボリ大学教授）も，筆者に
元素オタクとして宣戦布告下さった 1人
です。日本にも何度もいらして，2012年に
は PCP/MOF（Porous Cooridnation Poly-
mers/Metal Organic Flameworks）のDiv. II

プロジェクトの調査で北川進先生（京都
大学）や巽先生そして放射光実験施設
SPring-8を訪問され，のちに PCP/MOF

の定義を PACに報告しています 3）。

巽和行IUPAC会長誕生の瞬間

　GAの最後の 2日間は，Divisionに関係
なく各国の決められた人数の代表が集う
Council Meeting（総会）が開催されます。
その前日までにDiv. II会議のほか，Ma-
terials ChemistryやChemistry Education等
の会議にも出席したので，役割は全うし
たぞと，筆者は総会と同時に開催されて
いるCongress（Scientific Program）で錯体
の光化学のセッションを聴講していまし
た。しばらくして，その会場に酒井健先
生（Div. II，九州大学教授，元 IUPAC 

Bureau Member）が大汗をかきながら現れ
ました。なんと，筆者を探しに来て下
さったのです。YOであるにも関わらず
日本の代表として総会出席者リストに選
出されていたのを，筆者は全く認識して
いませんでした。酒井先生が探して下
さったおかげで，この後の歴史的瞬間に
立ち会うことができました。
　総会の最も緊張する案件は，次々期会
長候補（次期副会長）の選挙でした。候
補者は，インドと日本で 1名ずつ。そう
です。巽先生が候補者の 1人でした。選
挙は国ごとに投票します。総会の前日の
夕刻に，ワインのみの交流会がありまし
た。実は最後の意思決定を各国で確認す
るひとときだったようです。筆者は YO

で，ともかく多様な考え方の化学者とお
話しできるのが楽しかったので，そうと
は知らず美味しいワインと楽しいお話で
時間は過ぎ，2次会は韓国代表の先生方
や奥様たちに誘われるままスコッチバー

Project Coordinator Ty Coplen keeping 

Division II informed of the progress de-
spite the “ever growing” list of project.

Div. II Glasgow meeting attendess- 
minus the editor.



485CHEMISTRY & CHEMICAL INDUSTRY  │  Vol.78-7 July 2025

で話が続きました。その前の日までも，
台湾代表の先生方が夕飯に誘って下さ
り，トルコ代表の先生方とも会食した記
憶があります。直接話すことで，空気感
がなじんでいくのを感じます。感覚を確
かめるために対面で微妙なニュアンスで
のすり合わせができるというのは，国や
地域に関係ないのだなと思いました。
　そして，総会 2日目に最も大きなイベ
ントである，会長選挙の時がきました。
各国の票数は IUPACへの財政的支援の
程度より決まっており最大で 6票です。
日本は，毎年，日本学術会議を通じて
IUPACに分担金を提供しており，そのお
かげで 6票の投票権を持っています。6

票の投票権を持っている国は世界で数ヵ
国だけです。さあ選挙です。候補者の紹
介から投票が終わり，いよいよ開票の結
果が発表されました。巽先生のお名前が
呼ばれた瞬間，一緒に出席した先生方と
飛び上がるほど大喜びしました。 故長倉
三郎先生が IUPAC会長をお務めになら
れてから，2人目の日本からの IUPAC会
長誕生の瞬間です。巽先生は静かに立ち
上がり，一礼した後にインドの候補者で

ある先生とどちらかともなくすっと近づ
いて握手を交わしていました。この場面
を見て，涙が出そうになりました。相手
の功績をたたえ，これからも支え合って
IUPACでの実践につなげるのだろうい
う握手に見えました。
　巽先生も Div. IIのメンバーでいらっ
しゃいますので，その後の IUPACの会
議で何度もご一緒しましたが，巽先生が
あれほど流暢に英語で各国の代表と議論
を交わしていても，スピーチの際は直前
まで電子辞書で英単語を確認しているの
が印象的でした。いろいろなことを背
負って，慎重に言葉を選ばれているのだ
ろうと思いました。この姿勢や責任感，
少し議会から離れると常に相手に合わせ
た話題で盛り上げられるムードメーカー
としての存在感が，各国の代表からも信
頼される理由なのだろうと筆者なりに解
釈しました。
　巽先生は 2年間の副会長を経て 2012

年から会長に就任されました。2011年に
プエルトリコのサンホセで開催された
IUAPC GAでは，日本から参加していた
メンバーで，ご就任の祝賀会をしまし
た。IUPAC謹製の周期表に全員がサイン
をして，巽先生へのエールを送りまし
た。喜んで下さったことと信じておりま
す。同席者一同も嬉しかったです！

同位体周期表のお披露目

　水素の原子量は1.008程度です。なぜ，
1よりも大きいのか。これは重水素や三
重水素がある割合で共存しているからで

す。
　2009年のDiv. II会議の合間のランチ
で，Tyler Coplen先生（UGSG）が「最近
ね，大陸ごとに原子量が違うことをよう
やく測定で証明できたんだ」とサンド
イッチを手にしながら，さらっとお話を
始めました。衝撃がビビッと走りまし
た。驚いて「どうしてそうなるのです
か？　どれだけ差があるのですか？　私，
電子天秤を買い替えたほうがいいのかな
あ？」と矢継ぎ早に伺ってしまったほど
です。1つ目の答えは，隕石が落ちるタ
イミングや場所や量が異なるので大陸ご
との同位体比の違いが生じ，結果的に原
子量も大陸ごとに平均値が異なる，との
ことです。2つ目の答えは，測定のため
の装置の精度が非常に上がったため，と
のことです。何桁までだったか忘れまし
たが，見せていただいたデータは小数点
以下 20桁くらいあった気がします。そ
うしますと 3つ目の答えは，通常の電子
天秤を買い替えるほどの差はないので，
これまでどおり合成や収率には支障はな
い，とのことです。3つ目は我ながら愚
問でしたが，とっさに心配になり聞いて
しまったほどびっくりしたのです。

巽先生が総会の会長選挙で選ばれた直後の写真
Chemistry International, vol. 31, 2009 から抜粋。
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　Div. IIの特徴は，ナノ粒子などの原子
の凝集系や錯体化学のような分子を扱う
先生方と，原子や同位体を扱う分析化学
の先生方も一緒に議題を克服していきま
す。このとき，すでにTyler先生が率いる
研究チームは，ほぼ全元素の同位体比率
の見直しを終えており，自然界の生み出
す神秘の 1つである同位体を広く認識し
てもらうために，同位体の周期表を
IUPACから公式に発表するための
IUPACプロジェクトを立ち上げてい
らっしゃいました。2011年の IUPAC GA

の Div. IIでその完成披露が初めて行わ
れ，そのときの集合写真はとても記念に
なりました。Peter Mahaffy先生（カナダ・
King’s大学教授）とNorman Holden先生
（US・Brookhaven National Laboratories教
授）により 2016年には Interactive Period-
ic Table of Isotopesが発表されました。同
位体の理解に向けた非常に教育的な教材
で，IUPACあるいは UGSG等のウェブ
サイトでどなたでも閲覧できます 4）。

第7周期が埋まりました

　2013年はトルコ・イスタンブールで，

2015年は韓国・釜山で，2017年はブラ
ジル・サンパウロで IUPAC GAが開催さ
れました。2019年はフランス・パリ，
2021年はカナダ（オンライン）そして
2023年はオランダ・ハーグでした。2015

年頃から，Div. IIには南アフリカの代表
も加わり南極を除くすべての大陸からの
参加者が集うことになりました。そのつ
ながりで，共著で専門書を書く機会もい
ただきました。思いもよらなかった点と
点がつながる思いもよらなかった科学的
な視点を学ぶ機会をいただきました。
　GAのない年に行われる会議をOff-year 

meetingといいます。2016年はフラン
ス・ブレストで International Conference 

on Coordination Chemistryの開催に合わ
せてDiv. IIのOff-year meetingが開催され
ました。Öhrström先生と Jan Reedijk先生
（Div. II，元Division President，ライデン
大学）が指揮を執りながら，そのときの
作業は慎重かつ効率良く進められまし
た。このときの主なトピックは，元素の
命名に関わる議題です。4種の新元素の
合成が認められ，開発者のグループから
各新元素の名前と元素記号が提案され，
すでに IUPAC, IUPAP（国際純正・応用
化学連合）と IUGS（国際地質学連合）に

より，その提案を受け入れる判断をした
段階でした。そこで，全世界に向けて，
これらの提案に対する Public Comment

を約半年間インターネットを通じて募集
し，その内容の精査を行う作業をしまし
た。2000件あったと思います。Reedijk先
生はすべてに目を通していました。情報
を共有するとともに，かいつまんで必要
と思われるところを委員全員で意見交換
しました。そして，このときに 113を含
む 4個の元素の提案された名前と記号を
受け入れてよいと判断に至り，同年の11

月 30日に発表され，翌年 2月 19日メン
デレーエフの誕生日に記念式典が行われ
ました。113 Nh，115 Mc，117 Teそして 118 Og

です。元素が周期表に 1個増えても驚き
ですが，一度に 4個も増えることが確定
した瞬間は今思い返してもドキドキしま
す 5）。これで第 7周期がコンプリートで
す。Ogは貴ガス（語尾 -on）と金属（語
尾 -ium）の交差点ですので，Div. IIでは
貴ガスで初めての人工元素の語尾につい
て，命名過程でどのように定義すべきか
議論になりました。結果，Oganesonで決

プエルトリコでの Div. IIメンバー
後列左から　酒井健，Henrique Toma，Sanjay 
Mathur，Ling-Kang Liu，Lars Öhrström，Ty 
Coplen，Norman Holden，Daniel Rabinovich，
Javier Garcia-Martinez。
前列左から　Tara Dasgupta，Ti-Ping Ding，筆
者，Robert Loss，Len Interrante，Jan Reedijk。

ブレストでの Div. IIメンバー
左から　Tiping Ding（中国），Markku Leskelä
（フィンランド），Thomas Walczyk（スイス），
Pavel Karen（ノルウェー），筆者，Philippe Knauth
（フランス），Mayoro Diop（セネガル），Jan Reedijk
（オランダ），Lars Öhrström（スウェーデン），
Lidia Armelao（イタリア），Richard Hartshorn
（IUPAC SG），酒井健（日本），Jorge Colón（プ
エルトリコ），Daniel Ranbinovich（アメリカ）。
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着です。瞬間に消える元素原子を合成す
るための加速器も，装置を組み立てる素
材も，半導体検出器も，その精度を解析
する分析法も高度化してきていると感じ
ます。20年以上にわたり，ニホニウム 6）

合成の研究・実験に尽力され，その壊変
と崩壊時間も突き止められた森田先生の
グループには，心から敬意を表しており
ます。初めて IUPACに命名権のお問合
せをいただいてから，追加の実験と再度
の命名権に関わる多くの会議を経て，正
式に発表されるまで 9年もかかっており
ます。

世界化学年2011と国際周期表年
2019そしてSDGs

　2011年世界化学年も 2019年国際周期
表年も私たちの中では比較的記憶に新し
いイベントです。いずれも国際連合が制
定した記念の年として，世界中で企画が
ありました。Div. IIは世界化学年では
Global Experimentalの 1つとして水の実
験キットを提案しました。プエルトリコ
のGAの後には，IUPACのメンバーが小
学生のための実験教室を開催していまし
た。実験キットがなくても，IUPACの
ウェブサイトに実験方法が 4ヵ国語で記
載されていたので，実験を行うことがで
きます。実験した証は，IUPACのウェブ
サイト内の世界地図に自分たちが実験を
行った場所を登録してフラッグを立てら
れるようになっていました。
　2015年韓国で行われGAでは，国際連
合が制定直後の SDGs（Sustainable Devel-

opment Goals）への理解促進のため，YO

の会議で 2日間のグループワークを行い
ました。筆者は，所裕子先生（Div. I，筑
波大学教授，NAO）と同じグループで，
ほかに UKと韓国の先生が一緒でした。
初めて会うメンバーでバックグラウンド
も異なるため，国による話し合いの違い
を直接知る良い機会でした。最終的な発
表会では，私たちのプレゼンテーション
は大変好評だったと記憶しています。
IUPAC GAでは，若い世代の研究者が積
極的に真剣に世界の化学を考える場もあ
ることを知りました。
　国際周期表年は，メンデレーエフが元
素の周期表を発表してから 150年を記念
し制定されました。国内外でも多くのイ
ベントがありました。Div. IIの酒井先生
とともに，名古屋大学で開催された錯体
化学討論会では市民講座「国際周期表
年：元素と化学とわたしたちの未来」を
開催することができ，500名を超える聴
衆がありました。周期表が生活の中でも
意識されたことを喜びました。当時会長
であった西原寛先生（東京理科大学副学
長/東京大学名誉教授）による開会の辞に
始まり，講演者は，巽先生（ニホニウム
の命名のお話），森田先生（ニホニウムの
合成），加藤昌子先生（光る柔らかい結
晶/北海道大学名誉教授・関西学院大学
教授），臼井寛裕先生（火星の元素/JAXA

教授），身内賢太朗先生（ダークマター/

神戸大学教授）そして上野隆史先生（生
命の中の元素/東京科学大学教授）のお話
を伺う機会となりました 7）。

　日本における国際周期表年について
は，日本化学会に実行委員会が組織さ
れ，関係者が一丸となって企画を進めら
れました 8）。国際周期表年の閉会式が
2019年 12月 5日に日本（東京プリンス
ホテル）で開催されたことは誇るべきこ
とです 9）。このとき，玉尾皓平先生（豊田
理化学研究所前所長/京都大学名誉教授）
が Executive Committee Chairとして指揮
を執られ，終日にわたり盛大に行われま
した。川合眞紀先生（自然科学研究機構
長/日本化学会会長（当時））をはじめと
した世界中の元素・化学に関わる先生
方，企業の皆様，元素・周期表マニアが
集結し，終日かけたお祝いとなりまし
た。森田先生や Y. T. Oganessian先生な
ど，元素の合成に関わる研究所を代表さ
れる先生方もお見えになり，歴史的な一
日でした 10）。
　以降，Div. IIはインターネットを有効
に 活 用 し，IUPAC Periodic Table Chal-
lenge 11）や Elements’ Haikusなども企画し，
広義の化学教育にも積極的に活動してい
ます。Chemistry Internationalでは，“Ele-
ments in Sports”と題し 2020年に行われ
る予定だった東京オリンピック・パラリ
ンピックへの懸橋も意識したエッセイも
発表しました 12）。Div. IIでは，さらに
Research Articlesの特集号をPACから発信
しました。これは，IUPACで初めて女性
の Division PresidentとなられたMary L. 

Good先生（2019年没）の追悼号として，
無機化学の関わる同位体化学，物理化
学，合成化学等の著名な先生方をお招き
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しDiv. IIとしてまとめることができまし
た 13）。PACは元素の命名過程と定義，
種々の分析法の定義など Recommenda-
tion Article や IUPAC Projects も Research 

Articlesとともに発表する場として，ほか
の雑誌とは趣旨が異なる学術誌です。

これから

　華々しい話が並びましたが，IUPACの
印象はいかがでしょうか。IUPACは世界
共通の言語のような化学の根幹を築く場
ですので，もっと怖い顔をして頭を突き
合わせている印象があったため，穏やか
に密度の濃い大量の議題・議論が高速で
約 1週間進むことに文化的な衝撃を受け
ました。Div. IIは竹内孝江先生（Div. V，
大阪大学特任教授）の所属されている
Analytical Chemistry Div.と単位や定義の
確認等で Inter-Divisional Meetingを開催
しています。Cristine Luscombe先生（Div. 

IV，沖縄科学技術大学院大学教授）をは
じめ，日本代表の先生方との連携の下，
日本のプレゼンスを意識しつつ各国と融
和しながら粛々と作業を進めています。
2023年の IUPAC GAでDiv. IIでは，石
井あゆみ先生（早稲田大学准教授）ほか，
各国から合計 4名の YOが出席し，後進
育成も慎重に進めています。社会に必要
な化学に関わる課題を真剣に取り組んで
いる先生方が集まっていること，そして
皆さん献身的で明るくてコミュニケー
ションを楽しめること，専門家としての
プライドを持っていらっしゃることに感
動します。常に学びがあります。委員に

ならなければ，このような組織の仕組み
を知ることもありませんでしたし，扱っ
ている議題の責務の大きさ等を知ると，
自身の研究室周辺で起こるトラブルや悩
みが小さいものに感じるようにもなりま
した。
　先に紹介したGlobal Experimentalの水
に関わる実験では，自然の恩恵を意識す
るだけでなく，上水インフラも整ってい
ない国で，山の水を飲んで体調を壊すこ
ともある事実を認識する必要性や，浄化
システムを含む上水路の整備など，社会
全体の課題まで意識できるようになりま
す。さらに，山の鉱脈や水を調査・分析
調査することで，体調を壊す要因がわか
り，科学的な根拠の大切さを地域に根付
かせる広義の Educationも IUPACの意識
として重要であることを痛感していま
す。具体的には，ヒ素を含む鉱脈を経由
した水を飲む地域ではヒ素中毒が発症し
ても，その体調不良を山の神や川の神へ
の神事で治そうとしているのです。化学
の知識・教育が必要なことがわかりま
す。
　無機化学は，鉱山からの恩恵を受けて
いる学問の 1つですが，IUPACのDiv. II

は社会へのより良い発信力や未知の元素
の探索，融合した材料への昇華など今後
も地盤をかためていくものと思います。
IUPACの理解 14）が，日本でも浸透します
ように。

［謝辞］本稿は，正確を期するため山内薫
先生，竹内孝江先生，酒井健先生，所裕

子先生に種々ご確認いただきました。こ
の場をお借りして御礼申し上げます。
　本活動の一部は IUPAC賛助会委員会
の支援を受けています。心よりお礼申し
上げます。
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